
第

3 2
話

 

平

成

1 9
年

1 1
月

号

 

「

達

布

山
（

そ

の

２

）
」 

 

明

治

1 5
年

、

空

知

集

治

監

の

建

設

と

同

時

に

、
内

地

か

ら

桜

や

杉

、

赤

松

な

ど

移

植

し

て

、

達

布

山

と

三

笠

山

の

公

園

づ

く

り

が

進

め

ら

れ

た

。 
 

達

布

山

頂

は

三

段

に

地

な

ら

し

さ

れ

、

風

車

式

に

回

旋

す

る

あ

ず

ま

や

が

建

て

ら

れ

、

休

憩

所

、

便

所

、

馬

つ

な

ぎ

所

も

造

ら

れ

た

。 
 

幌

内

炭

鉱

の

開

坑

に

、

幌

内

鉄

道

の

開

通

、

空

知

集

治

監

の

開

庁

と

、

札

幌

以

東

最

大

の

文

化

村

、

市

来

知

を

訪

れ

る

知

名

人

も

多

く

、

集

治

監

の

渡

辺

典

獄

（

刑

務

所

長

）

の

日

誌

に

は

「

昼

食

は

達

布

山

に

て

…

」

と

い

う

記

述

も

随

所

に

出

て

く

る

。

あ

ず

ま

や

は

馬

で

廻

し

て

、

は

る

か

眼

下

の

石

狩

平

野

を

展

望

し

な

が

ら

、

酒

を

酌

み

交

わ

し

た

の

か

も

し

れ

な

い

。 
 

こ

の

達

布

山

は

、

い

ち

き

し

り

や

近

隣

の

村

民

に

も

解

放

さ

れ

、
子

供

た

ち

の

遠

足

の

場

と

も

な

っ

た

。 
 

古

老

の

「

赤

い

服

の

囚

人

た

ち

が

巨

大

な

石

を

ヨ

イ

シ

ョ

、

ヨ

イ

シ

ョ

と

急

坂

を

ロ

ー

プ

で

引

き

揚

げ

て

、

回

旋

塔

の

基

礎

に

し

た

」

と

い

う

話

が

あ

り

、

昭

和

6 1
年

達

布

山

に

展

望

台

を

建

て

る

時

に

、

鉄

棒

な

ど

で

地

面

を

突

い

て

探

っ

た

が

、

そ

の

大

石

は

見

つ

か

ら

な

か

っ

た

。 
 

明

治

2 1
年

、

第

２

代

の

北

海

道

長

官

と

な

っ

た

永

山

武

四

郎

が

、

こ

の

山

頂

に

立

っ

て

、

要

約

す

る

と

「

北

方

は

る

か

に

雨

竜

、

西

方

に

石

狩

樺

戸

両

郡

の

山

々

を

越

え

て

増

毛

の

諸

山

、

西

南

に

札

幌

の

手

稲

岳

、

南

方

に

樽

前

山

、

西

南

に

馬

追

山

（

長

沼

）

な

り

…

」

と

展

望

の

あ

り

さ

ま

を

手

に

取

る

が

ご

と

く

記

述

し

て

い

る

。 
 

達

布

山

は

展

望

の

地

で

あ

り

、

ま

た

数

多

く

の

有

名

人

が

足

跡

を

残

し

た

歴

史

的

な

地

で

も

あ

り

、

さ

ら

に

樺

戸

や

上

川

道

路

建

設

の

基

点

と

し

て

、

内

陸

部

奥

地

へ

の

開

拓

の

礎

と

な

っ

た

所

で

も

あ

っ

た

。 
 

樺

戸

や

上

川

道

路

に

つ

い

て

は

、

昨

年

の

号

で

記

し

た

の

で

省

略

し

て

、

現

在

東

方

が

達

布

山

「

大

タ

ッ

プ

」
、
そ

の

西

方

で

山

す

そ

を

高

速

道

で

削

ら

れ

た

の

が

「

小

タ

ッ

プ

」

と

呼

ば

れ

て

い

る

が

…

。 
 

開

拓

時

は

そ

の

小

タ

ッ

プ

が

主

で

タ

ッ

プ

山

と

呼

ば

れ

、
大

タ

ッ

プ

が

東

タ

ッ

プ

と

呼

ば

れ

て

い

た

が

、

明

治

の

後

半

に

発

刊

さ

れ

た

国

土

地

理

院

の

地

図

か

ら

、

今

の

よ

う

に

変

わ

っ

て

し

ま

っ

た

ら

し

い

。 
 

明

治

1 6
年

６

月

の

渡

辺

典

獄

日

誌

に

は

「

タ

ッ

プ

に

火

を

た

き

樺

戸

へ

位

置

を

定

む

」

と

あ

り

、

そ

の

二

日

後

に

も
「

二

人

の

看

守

が

火

を

た

き

野

に

行

く

」

と

記

し

、

達

布

山

に

の

ろ

し

を

上

げ

、

月

形

の

円

山

と

直

線

で

結

ん

で

樺

戸

道

路

は

造

ら

れ

た

が

、

地

図

上

で

は

真

っ

す

ぐ

に

こ

の

小

タ

ッ

プ

に

向

か

っ

て

い

る

。 
 

こ

の

達

布

の

山

す

そ

を

巡

る

樺

戸

道

路

に

架

け

ら

れ

た

弁

慶

と

義

経

の

二

橋

は

、

明

治

4 0
年

こ

ろ

、

谷

底

に

崩

れ

落

ち

、

こ

の

山

頂

か

ら

こ

の

地

を

訪

れ

た

数

多

く

の

人

た

ち

と

、

市

来

知

村

の

開

拓

の

歩

み

を

眺

め

て

き

た

あ

ず

ま

や

も

、

朽

ち

果

て

て

そ

の

姿

を

消

し

た

。 

小タップ（左）と大タップ 


